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　退職等年金給付の「基準利率」（毎月の付与額に付与される利子を計算する利率）は、国債の利回り等を
勘案して毎年9月末までに見直し、10月から翌年9月までの間、適用されます。令和4年度における10年国
債応募者利回りの動向をみると、直近１年の平均利回りが「0.2973％」、直近5年の平均利回りが
「0.0756％」となりました。「基準利率」は、これらの平均利回りのうち低いほうを使用することとされている
ため、令和5年10月からは0.07％（現在は0.02％）になります。
　また、基準利率の変更に伴い、「年金現価率」（給付算定基礎額を年金額に換算するための率）も同様に毎年
9月末までに見直し、10月から翌年9月までの間、適用されます。

加入から年金受給までの全期間の基準利率が0.07％である場合の年金額（月額）
前提
条件

平均標準報酬月額：40.5万円　　加入期間：40年（20歳から60歳まで。平成27年10月以降の期間）　
受給開始：65歳

●モデル給付算定基礎額　　　 ：  3,904,148円
●モデル年金月額 〈65歳時点〉 ： A+B（ただし、有期退職一時金の受給は1回限り）
A終身退職年金 A+B

+ ＝ 7,125円

有期退職一時金を選択 1,952,100円

（20年）15,316円
（10年）23,450円

1,952,100円

B有期退職年金
　20年の受給期間を選択
　10年の受給期間を選択

8,191円
16,325円

令和5年１０月からの令和5年１０月からの 退職等年金給付の退職等年金給付の
『基準利率』・『年金現価率』について『基準利率』・『年金現価率』について

■基準利率・年金現価率（現行・令和5年10月～）
令和4年10月～
　　　　令和5年9月

基 準 利 率

終身年金
現価率〈a〉

有期年金
現価率〈b〉

（参考）保険料率・付与率 1.50％（平成27年10月～令和6年3月（予定））

65歳

75歳

0.02％ 0.07％

22.972879

14.749085
19.959725

9.989841

22.821764

14.682560
19.859541

9.964513
240月

120月

令和5年10月～
　　　　令和6年9月

年
金
現
価
率

※１．具体的な基準利率、終身・有期年金現価率及び保険料
率（掛金率＋負担金率）・付与率は、連合会の定款で定
めています。 

※２．主な年金現価率を左記に記載していますが、詳細につい
てはＫＫＲホームページをご覧ください。

［退職等年金給付制度］
終身退職年金

積 立 時

制度
加入時

退職時
(積立終了)

受給権
発生時

〈例：65歳〉

受 給 時
◆給付算定基礎額の半分が終身退職年金、
残り半分が有期退職年金の財源となります。

給付算定
基礎額

終身退職年金
算定基礎額

1/2
終身退職年金算定基礎額
終身年金現価率〈a〉年金額 ＝

1/2
有期退職年金
算定基礎額

利子

付与額
有期退職年金算定基礎額
有期年金現価率〈b〉年金額 ＝

年金額

年金額

有期退職年金

※20年受給・10年
　受給・一時金の
　いずれかを選択

付与額×基準利率（複利計算）利子 ＝

標準報酬の月額等×付与率（1.5％）付与額 ＝

kkr基準利率 検索検索

外国株式
25％

外国債券
25％

国内債券
25％

国内株式
25％

KKRの資金運用
基本ポートフォリオに基づく運用

令和5年度 第1四半期運用状況
基本ポートフォリオ

詳しくはKKRホームページをご覧ください。

　KKRは、公的年金である厚生年金保険給付積立金の運用を行
っており、積立金の残高は令和5年6月末時点で8兆8,714億円
となっています。
　運用の基本的な考え方は、「長期的な観点から安全かつ効率
的な運用」を行うこととしております。積立金は、被保険者の皆さ
まの将来の収入基盤となる大切なお金であるため、運用にあた
っては、年金財政等が将来も維持されるために必要なリターンを、
最小限のリスクで得ることを目標としています。
　具体的には、過去の市場データや将来の経済見通し等を基に、
必要なリターンを最小限のリスクで得られるような資産の構成
割合である基本ポートフォリオを決定し、この割合を目指すよう
運用するとともに、日々の市場動向も注視しながらリスク管理を
行っています。

（注１）厚生年金保険給付積立金の基本ポートフォリオです。
（注２）投資の目的、運用期間、リスクをどこまで許容できるか等
　　  の条件によって、最適な資産構成割合は異なります。

（注）期末時点での時価に基づく評価であり、評価損益を含んでいるため、
　  市場の動向によって変動するものであることに留意が必要です。

①厚生年金保険給付積立金（公的年金部分）〈時価〉

② 退職等年金給付積立金（民間の企業年金相当部分）〈簿価〉

　厚生年金の財政は、少子高齢化も踏まえ、将来の現役世代の
負担が大きくなり過ぎないように設計されており、必要なリター
ンもこの考え方に基づいて与えられています。
　ローリスク・ローリターンの国内債券のみの運用では必要なリ
ターンを確保することが難しく、一般的に価格変動が大きいとさ
れる株式等にも分散して、長期的な観点から運用を行っています。
　また、株式等の価格変動により、資産の構成割合が基本ポート
フォリオから乖離する場合もありますが、適宜基本ポートフォリオ
に近づけるリバランスを行うことによって、過度にリスクを取る
ことがないようにも努めています。
　これらの取組を通じて、引き続き、長期的な観点から安全かつ
効率的な運用に努めてまいります。

年金資金運用KKR 積立金等の運用状況

運用利回り運用資産額 運用収益額（注）
9.64%8兆8,714億円 7,872億円

運用利回り運用資産額 運用収益額
0.21%8,515億円 17億円

▲UP

https://www.kkr.or.jp/nenkin/zenpan/zaisei/taisyokutounenkin/28riritsu.html



